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基本的に本研究事業においては、緊急性が高く、他の研究事業では実施していない研究を

推進することとしている。当該課題については、各部局の関連事業所管課が提案し、大臣官

房厚生科学課において、ヒアリング及び事前評価委員会の評価結果を踏まえ選定している。

各事業内容を精査した後は、効率的な運用の観点から、所管課において研究事業に係る補助

金執行及び研究進捗管理等を行っている。 

 

(10)予算額（単位：百万円） 

Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２（概算要求）

332 364 417 422 未定

 

(11)平成 20 年度に終了した研究課題で得られた成果 

本研究事業は、国民の健康生活を脅かす突発的な問題や社会的要請の強い諸課題につい

て、緊急に行政による効果的な施策が必要な場合、先駆的な研究を支援し、当該課題を解決

するための新たな科学的基盤を得ることを目的としており、短期間でその成果が集約され、

行政施策に活用されることが求められている。 

平成２０年度には、タミフル等の抗ウイルス薬の適正使用に関する研究や、産科救急医療

体制や医師不足に関連した医療従事者の連携や役割分担についての研究など、緊急性の高い

研究が実施され、行政施策の立案に当たり活用されている。 

 

２．評価結果 

(1)研究事業の必要性 

本研究事業は、国民の健康・安全に係る緊急性のある行政課題について、迅速、かつ、科

学的に対応することができるため、社会のニーズへ適合していることに加え、政策・施策の

企画立案・実施上極めて必要性が高い。 
 

(2)研究事業の効率性 

本研究事業の特性上、研究期間は１年以内であるが、「厚生労働省の科学研究開発評価に

関する指針」を踏まえ、本研究事業に関する評価指針を策定し、専門家による事前評価を実

施している。また、ヒアリングを実施し、研究の緊急性、目的の妥当性、行政的意義及び関

係課との分担・連携及び他研究事業との重複等についても確認した上で、評価結果に基づく

研究費の配分を実施しており、効率的に実施されている。短期間ではあるが、政策に反映し

うる研究成果が数多くあり、その費用対効果は高いと言える。 

 

(3)研究事業の有効性 

本研究事業では、緊急性のある研究課題が採択され、短期間で現実的な目標達成が求めら

れることから、有効性は高いと言える。また、研究成果は政策・施策へ反映することを意図

しているため、社会的、専門的・学術的な波及効果も大きい。 

 

(4)その他 

本研究事業は、緊急性が高い研究課題に対する研究経費であり、具体的な目標を明示しつ

つ、推進体制の適切性、関係課との分担・連携、実施方法の妥当性等を検討しながら採択し

ており、計画性も担保されている。 

 

３．総合評価 
厚生労働科学特別研究は、緊急性の高い課題について、効果的に事業が実施されている。

今後とも、新規に出現してくる国民の健康・安全に係る緊急課題や社会的ニーズの高い課題

について迅速に対応していく必要がある。 

また、研究成果に基づいた施策立案や制度改正等に向けて、ＰＤＣＡサイクルを意識した
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研究課題の設定、研究の評価、フォローアップ等に留意する必要もある。 

なお、「厚生労働行政の在り方に関する懇談会 終報告（平成21年３月30日）」において

は、施策が多くの国民の理解と納得を得られるよう、企画立案の裏付けとなるような研究を

推進することが必要と指摘されているが、本研究事業は、この指摘に対応し得る研究事業で

あり適切に推進する必要がある。 

 

４．参考（概要図） 

特別研究事業

国民の健康生活を脅かす突発的な問題や社会的要請の強い諸課題につ
いて、緊急に行政による効果的な施策が必要な場合、先駆的な研究を支
援し、当該課題を解決するための新たな科学的基盤を得ることを目的とし
ている。

、

平 成 ２ ０ 年 度 研 究 成 果 例

国民の健康を脅かす
突発的な問題

行政的緊急性

厚生行政施策の科学的基盤

社会的要請の強い問題

・病院勤務医等の勤務環境改善に関する
研究

・助産師と産科医の協働の推進に関する
研究

・臓器移植拡大に受けた医療施設の整備
体制に関する研究

・ネット世代の自殺関連行動と予防のあり
方に関する研究

 
 
 

＜Ⅱ．厚生科学基盤研究分野＞ 

 
厚生科学基盤研究分野は、臨床に直結する成果が期待できる基盤研究について補助するこ

とを目的としている。厚生科学基盤研究分野は、「先端的基盤開発研究事業」及び「臨床応

用基盤研究事業」からなる。「先端的基盤開発研究事業」には創薬基盤推進研究、再生医療

実用化研究、医療機器開発推進研究があり、「臨床応用基盤研究事業」には医療技術実用化

研究がある。 

 

（3）先端的基盤開発研究  

・創薬基盤推進研究 

 
分野名   Ⅱ．厚生科学基盤研究 

事業名       創薬基盤推進研究経費 

主管部局（課室）  医政局研究開発振興課 

運営体制      医政局研究開発振興課の単独運営 

 


